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1 活動報告

NICTのVLBIグループは、鹿島宇宙技術センター

を拠点として、広帯域VLBIシステムの開発と、この

システムを長距離の周波数精密比較に応用すること

をプロジェクトの中心課題としている。研究施設とし

ては、３つの大型観測施設 (鹿島 34mアンテナ、鹿島

11mアンテナ、小金井 11mアンテナ)を維持運用し、

NICT小金井本部と産業技術総合研究所の計量標準

センター (以下 NMIJ)に設置した小型 VLBI局をあ

わせて、広帯域 VLBIシステム開発のための VLBI

実験を実施している。広帯域VLBIプロジェクトの主

な進捗としては、2016年 3月に小金井の小型 VLBI

局の主鏡を 2.4mに交換し、受信系をカセグレン型に

変更して 4 倍以上の感度改善を実現した。NMIJと

NICT小金井本部に設置した 2つの小型アンテナと鹿

島 34mアンテナまたは国土地理院の石岡 13mアンテ

ナとのVLBI実験を繰り返し実施し、小型アンテナ間

でも広帯域観測により高い遅延計測精度 (約 1 psec)

の計測が可能であることを実証し、さらなる感度・精

度の改善を目指して、UTC(NMIJ)-UTC(NICT)の

比較性能評価実験を続けている。

また、鹿島 34mアンテナ、鹿島 11mアンテナ、小

金井 11mアンテナの S/X受信機を使って、IVSや

AOVといった国際測地VLBI観測に定常的に参加し、

地上と天球の国際基準座標系である ITRF、ICRFの

維持と、“うるう秒” の基礎となる UT1の計測に貢

献している。

NICTのプロジェクトミッション以外にも、国立

天文台のVERA共同利用観測、大学VLBI連携、理

化学研究所・東大宇宙線研究所などと協力したカニ

パルサーの GRP 観測、東北大学による木星観測な

どを行っている。

表 1に鹿島と小金井の 11mアンテナの受信機性能

を、表 2に鹿島 34mアンテナの受信機性能を示す。

人員 9名の構成 (人数)はパーマネント職員 (2)、有

期研究員 (2)、有期技術員 (2)、派遣職員 (3)である。

1年間の主な活動を以下に示す。

• 6月 30日: 第 15回 IVS 技術開発センターシン

ポジウム開催

• 11月下旬: IVS NICT-TDC News No.36発行。

2017年初に国内外の研究者・機関に発送。

• 主なアウトリーチ活動

– 7月 30日: 鹿島宇宙技術センター　一般

公開

– 鹿嶋市の小中学校にて理科特別授業 3件、

中学校職場体験受け入れ 2件

– 青少年のための科学の祭典 (11月 20日)

参加出展

研究成果は、IVS総会、測地学会、天文学会など

で発表しているほか、2016年の主著査読論文数 4編

[1, 2, 3, 4]、共著査読論文数 5編 [5, 6, 7, 8, 9]、主著

集録論文数 4編 [10, 11, 12, 13]である。 　
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表 1: 鹿島 11m、小金井 11mアンテナ受信機性能。
局名 Band 周波数 (MHz) Tsys(K) η(%) SEFD(Jy)

鹿島 11m

S 2212-2360 60 46 5000

X-Low 7700-8200
110 63 5000

X-High 8180-8680

小金井 11m

S 2212-2360 80 58 4000

X-Low 7700-8200
110 63 5000

X-High 8100-8600

表 2: 鹿島 34mアンテナ受信機性能。＊印は大気の減衰効果を含む修正システム雑音温度である。
Band 周波数 (MHz) Tsys(K) η(%) SEFD(Jy)

L
1.405-1.440

80-100 65-70 400-800
1.600-1.720

S 2.21-2.35 60-90 58-60 300-500

Broadband 3.2-12 100-300∗ 30-40 1500-4000

X 7.86-9.08 40-80 45-60 200-500

K 22.0-24.0 140∗ 18-28 2000

Q 42.3-44.9 350∗ 25 4200
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